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ら
れ
る
。
市
は
基
準
を
ク

リ
ア
し
て
い
る
が
、
行
政

と
し
て
高
み
を
目
指
す
考

え
や
、
雇
用
が
さ
れ
て
い

な
い
知
的
・
精
神
障
が
い

者
の
雇
用
を
ど
う
推
進
す

る
の
か
。

障
が
い
者
を
毎
年
採
用

し
拡
大
し
て
い
る
。
知
的

・
精
神
障
が
い
者
の
雇
用

に
つ
い
て
は
能
力
や
適
正

に
十
分
配
慮
し
た
職
種
や

業
務
内
容
に
つ
い
て
検
討

す
る
。民

間
企
業
の
現
状
と
特

に
知
的
・
精
神
障
が
い
者

の
雇
用
拡
大
に
向
け
て
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

下
呂
市
金
山
を
除
く
飛

驒
地
域
の
従
業
員
数
50
人

以
上
の
民
間
企
業
は
90
社

中
66
社
73
．
３
％
が
達
成

し
て
い
る
。
就
労
支
援
を

継
続
し
つ
つ
市
内
の
事
業

者
へ
啓
発
し
て
い
く
。

始
末
の
心
で

食
べ
き
り
を
市
民
に

推
進
し
よ
う

市
民
へ
の
意
識
啓
発
が

重
要
で
あ
り
、
積
極
的
な

取
り
組
み
が
必
要
で
は
な

い
か
。宴

会
時
の
「
30
・
10
運

動
」
を
普
及
さ
せ
る
た
め

広
報
や
ヒ
ッ
ツ
Ｆ
Ｍ
な
ど

で
広
く
啓
発
し
て
い
く
。

事
業
者
へ
の
働
き
か
け

も
重
要
で
あ
る
。
食
べ
残

し
ゼ
ロ
へ
の
推
進
な
ど
積

極
的
な
取
り
組
み
が
必
要

で
は
な
い
か
。

飲
食
店
、
ホ
テ
ル
等
で

取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と

で
市
民
・
観
光
客
へ
の
啓

発
に
な
り
食
品
ロ
ス
削
減

の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

事
例
を
研
究
す
る
。

改
正
障
が
い
者
促
進
法

が
施
行
さ
れ
来
年
度
か
ら

法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ

食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て

障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

山腰 恵一 議員

民
泊
の
実
態
調
査
と

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
を

上
へ
つ
な
が
る
一
つ
の
手

段
、
検
討
す
る
。

職
務
分
析
調
査
は
で
き

て
い
る
の
か
。
教
育
委
員

会
と
学
校
間
の
対
策
は
。

休
暇
が
と
り
や
す
い
環

境
を
整
え
る
た
め
に
今
年

度
初
め
て
夏
季
休
業
日
に

学
校
閉
庁
日
を
設
け
た
。

県
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま

え
、
負
担
軽
減
に
向
け
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

部
活
動
に
お
け
る
負
担

軽
減
策
は
。
地
域
型
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
取
り

組
み
は
。

部
活
動
の
休
日
や
教
員

以
外
の
指
導
者
な
ど
で
体

制
を
整
え
て
き
た
。
地
域

型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
も
指
導
者
な
ど
の
課

題
を
研
究
す
る
。

総
務
省
統
一
方
式
で
作

成
し
た
財
務
諸
表
で
は
、

セ
グ
メ
ン
ト
分
析
を
ど
う

活
用
し
て
政
策
を
検
証
す

る
か
が
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。
セ
グ
メ
ン
ト
分

析
の
効
果
を
取
り
入
れ
る

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

市
は
平
成
28
年
度
決
算

よ
り
総
務
省
統
一
方
式
で

集
計
し
て
お
り
、
財
務
書

類
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ツ
ー

ル
と
し
て
の
機
能
が
格
段

に
向
上
し
て
い
る
。
今
後

の
予
算
編
成
や
行
政
評
価

等
に
活
用
し
た
い
。
八
次

総
後
期
計
画
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
計
画
や
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
策

定
に
も
活
用
で
き
る
。
課

題
は
人
件
費
を
は
じ
め
事

業
別
・
施
設
別
に
予
算
処

置
さ
れ
て
い
な
い
共
通
経

条
例
制
定
は
県
と
の
調

整
等
で
ま
だ
時
間
が
か
か

る
。
ま
た
、
県
内
、
他
市

と
一
律
の
考
え
で
は
、
市

の
地
域
性
・
観
光
特
性
に

合
致
す
る
か
大
変
心
配
し

て
い
る
。
ま
ず
は
、
民
泊

新
法
施
行
前
に
実
態
調
査

を
行
い
、
早
急
に
「
高
山

市
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

」
を
策
定
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

関
係
各
課
と
連
携
し
県

と
情
報
共
有
し
て
実
態
調

査
を
行
う
。
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
、
県
が
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
事
業

者
向
け
の
説
明
会
を
計
画

し
て
い
る
。
独
自
の
規
制

す
る
条
例
は
設
け
ら
れ
な

い
が
、
お
も
て
な
し
や
飛

驒
高
山
ブ
ラ
ン
ド
の
質
の

低
下
や
騒
音
・
ご
み
問
題

セ
グ
メ
ン
ト
分
析（
事
業

別
・
施
設
別
分
析
）と
八

次
総
後
期
計
画
へ
の
課
題

に
つ
い
て
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費
の
按
分
を
ど
う
す
る
か
、

ま
た
数
多
く
の
施
設
や
事

業
を
抱
え
る
中
で
ど
う
対

応
す
る
か
な
ど
の
点
で
あ

る
。
あ
ら
ゆ
る
面
で
有
効

な
分
析
手
法
で
あ
る
の
で

優
先
順
位
を
図
り
段
階
的

に
取
り
組
む
。

産
業
経
済
政
策
分
野
に

お
け
る
腰
を
落
ち
着
け
た

政
策
へ
の
取
り
組
み
や
、

都
市
経
営
の
戦
略
的
見
地

か
ら
み
た
都
市
計
画
の
分

野
に
、
機
構
改
革
の
必
要

性
が
あ
る
の
で
は
。

今
、
時
代
の
要
請
も
あ

り
市
は
走
り
な
が
ら
考
え

て
い
る
部
分
も
多
い
が
、

外
部
の
専
門
的
知
見
も
活

用
し
な
が
ら
将
来
を
見
据

え
た
政
策
立
案
に
備
え
た

い
。
ま
た
、
一
つ
の
部
門

に
捉
わ
れ
な
い
広
い
見
地

か
ら
の
事
業
遂
行
に
は
組

織
改
革
も
必
要
。
今
後
慎

重
に
検
討
す
る
。

な
ど
、
市
民
生
活
へ
の
悪

影
響
に
つ
な
が
ら
な
い
よ

う
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
策
定
を
検
討
す
る
。

今
年
度
予
算
に
盛
り
込

ま
れ
た
「
高
山
市
ス
ポ
ー

ツ
振
興
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
策
定
調
査
業
務
委
託
」

に
は
大
変
期
待
し
て
い
る
。

体
育
協
会
の
要
望
事
項
に

対
し
ど
う
方
向
付
け
す
る

か
、
現
状
を
ど
う
評
価
す

る
か
、現
在
策
定
中
の
「
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
に
ど
う
位
置
付
け
る

か
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

現
在
、
老
朽
度
・
活
動

利
用
状
況
・
将
来
需
要
推

計
等
の
調
査
分
析
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
、
実
施
計

画
、
整
備
計
画
に
位
置
付

け
る
。

八
次
総
後
期
計
画
へ
の
検

証
と
セ
グ
メ
ン
ト
分
析

民
泊
の
実
態
調
査
と
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を

ス
ポ
ー
ツ
振
興
業
務
委
託

の
概
要
と
進
捗
状
況
は
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